
 

 

 

 

                                       

 

 

 

④授業スタンダードに基づいた「１単位時間の充実」って？ 

そもそも「授業スタンダード」とは、めあて → 学習活動 → まとめ → 振り返り という流れに

沿った１単位時間の授業構成を指します。この授業スタンダードの充実を図っていくことについては、群馬

県教育委員会の「はばたく群馬の指導プランⅡ」でも、藤岡市教育委員会の「学校教育の手引き」等でもそ

の重要性が述べられています。学習の流れをまとめると、以下のようなことになるかと思います。 

 

＜１単位時間の学習の流れ＞ 

         授業前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         授業後 

 

 

 

こうまとめると盛りだくさんですね。特に、振り返りの時間を確保するとなると、タイムマネジメントが

重要になってきます。時間配分を考える際は、単元の中で本時をどのように位置づけるか、どう軽重 

をつけるか、単元構想を工夫する必要性もあります。一緒に考えていきましょう。 （文責：山崎） 
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④「めあて」を児童と一緒に作り、板書して可視化する。 

「めあて」は児童にとって本時の見通しがもてるものにする。 

③つなぎ教材を効果的に提示して、「これまで」の学びを想起させる。 

 これまでの学習や、これまでの日常生活と関連させる。 

⑤自力解決 

見通しをもたせ、まずは一人で考えさせる。 

（自分の考えをもたせる。） 
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⑥学び合い 

ゴールに向かって集団で検討させる。 

①教員自身が、本時の「ねらい」を明確にする。 

 

②「ねらい」を達成した「振り返り」に見られる児童の姿を具体化する。 

振り返り時に児童が何を表出できればよいのか、具体的に言語化する。 

 

問題解決場面での 

「つなぎ教材」の 
効果的な活用 

意見交流や振り返りで 

「追加・変化・強化」の 

視点を提示 

 

ネームプレート等の 

効果的な活用 

⑦「めあて」に対する答えや結論を総括し、 

「まとめ」として確認する。 

児童の言葉でまとめる。 

⑧振り返り 

児童に「何を学んだか」「どのように学んだか」

などを表出させ、自分の学びを自覚させる。 

振り返りの確保・ 

充実を！ 

⑨「ねらい」を達成した「振り返り」に見られる児童の姿を評価する。 

「～ができた」「～が理解できた」 

※評価は、学習過程での児童の変容を捉えることも大切です。 


